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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第２学年　　生活科

	２　ねらい
	・自分たちの住む町を探検し、地域で生活したり働いたりしている人々や公共物などに関心をもつとともに、町や地域のよさを発見し、愛着をもつ。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・自分が住む町をもっとよく知り、大好きになるために町探検に出かける。事前に話合いをしっかりして探検には臨むが、途中で予想外の問題にぶつかることもあるだろう。それらの体験を積み重ねていく中で、地域で働く人々や職業への興味・関心をもつとともに、見学のマナーや言葉遣いなどへの気配りもできるようになる。
・本実践では、探検をしていく中で、自分の思いや考えをはっきりさせたり、相手を意識した話し方を学んだりと、コミュニケーション能力を高めることができると考える。


	主な学習活動
	時数

	・おすすめの場所を紹介しよう
	２

	・行ってみたい場所を話し合おう
	１

	・さあ、作戦会議だ！
	３

	「町たんけんに出かけよう」
(1) 町の様々な事象を発見したり地域の人々と接する喜びを味わったりしながら、グループで協力して町探検をすることができる。
(2) キャリア教育としての目標

「人間関係形成・社会形成能力」

＜他者に働きかける力＞
	４

	・町たんけん発表会をしよう
	４

	・お礼の気持ちを届けよう
	１





町たんけんに出かけよう
１　学年、教科・領域　　　小学校第２学年　　生活科
２　本時の目標

（1） 町の様々な事象を発見したり、地域の人々と接する喜びを味わったりしながら、グループで協力して町探検をすることができる。
（２）「人間関係形成・社会形成能力」＜他者に働きかける力＞
３　準備

　○　探検バッグ、地図、ワークシート
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　出発式をする。

(1)  めあての確認をする。

(2) 町探検の約束事を確認する。
	○保護者ボランティアにあいさつをさせる。

○交通ルールを守り、安全に探検することを確認する。

○グループやお店の方の迷惑にならないような行動をとることを確認する。

	２　町探検に出発する。
「織物工場」

・布を作るのにどれぐらい時間がかかるのだろう。

「クリーニング店」

・たくさんの洗濯物をどのようにして洗濯しているのだろう。

「魚屋」

・季節によって、売っている魚は違う。

「郵便局」

・手紙や小包は、どのようにして運んでいるのだろう。
３　学校に帰り、発見したことをワークシートにまとめる。
	○１グループ２か所探検し、１か所につき約３０分間の訪問時間とする。

○グループ内のトラブルは、できるだけ自分たちで解決するようにし、それでも解決できないときは、保護者ボランティアに相談するように指示する。

○各訪問場所を巡回し、気付いたことや分かったことを記録させる。

◎１人１回はインタビューすることで、働く人々に興味をもち、意欲的に見学ができるようにさせる。
○心に残ったことを絵や文で表現させる。

☆自分の町に関心をもち、友達と協力して探検することができたか、ワークシートから判断する。

	４　１回目の町探検の反省をする。
	○よくできたこと、できなかったことを振り返らせ、次の活動に生かせるようにする。
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「レッツゴー！町たんけん」
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＜特別活動＞


感謝の気持ちを表そう！





＜買い物などの


体験＞





＜国語科＞


友達に分かるように話そう





＜道徳＞


4-(1)


公共の場での礼儀やマナーの大切さを知る。








学習発表会


わたしたちの町





じぶんたちの町をたんけんしよう








